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 [授業の概要・目的]
地域地理学（地誌学）は地域に関する総合的な科学であり，地域の多様な地理的条件とその相互関
係から地域の事象や地域的な差異を明らかにするものである。本授業では、世界の諸地域について、
現代の社会問題をテーマとしながら人文環境を中心に取り扱う。特に、地域間格差や社会問題にお
ける地域的背景に注目する。授業では理解を促すために地図や統計資料、映像資料等を用い、世界
の諸地域の多様性や相互関係について地域的文脈や空間スケールに着目しながら考察できるように
なることを目的とする。

 [到達目標]
世界の諸地域の特性、一般性と固有性、地域間のつながり、現象とその位置を理解する。現代世界
の諸課題について地域概念や空間スケールを踏まえながら考察できる。

 [授業計画と内容]
第１回　地域地理学に関する本授業の視点、地域概念
第２回～第13回
以下の各項目について講述する。各項目には、履修者の理解の程度を確認しながら、【　】で指示
した回数を充てる。各項目・小項目の講義の順序は固定したものではなく、担当者の講義方針と履
修者の背景や理解の状況に応じて、講義担当者が適切に決める。講義の進め方については適宜、指
示をして、履修者が予習をできるように十分に配慮する。具体的な地域として以下の（　）内の地
域を主に取り上げるが、現代世界のグローバルなつながりの実態を踏まえ、必要に応じて別の地域
に言及することがある。また、時事動向や受講生の理解度・関心によって順番・内容を変更するこ
とがある。
１）植民地支配の影響、資源と紛争、グローバル化と環境（主にアジア、アフリカ）【４回】
２）移民社会、産業の分布、都市の発展と格差、都市の多様性（主にアングロアメリカ、ヨーロッ
パ）【４回】
３）日本：地域経済と自然環境、地域構造、地域間格差、グローバル化と地域【４回】
第14回　振り返りと総括、地域地理学の展望
第15回　フィードバック

 [履修要件]
特になし

 [成績評価の方法・観点]
平常点（授業のまとまりごとに行われる小課題）40％
定期試験（筆記）60％

地域地理学(2)へ続く↓↓↓



地域地理学(2)

 [教科書]
使用しない
地図帳を持参することが望ましい。
 [参考書等]
  （参考書）
授業中に紹介する

 [授業外学修（予習・復習）等]
予習：地図帳で当該地域の位置や地勢、疑問点や関心のある個所を確認しておく。
復習：授業の資料やノートを見直して分からなかった用語について調べる。ワークシートの作成。

 [その他（オフィスアワー等）]
履修希望者が収容上限を超えた場合には履修制限を行います。とくに履修を希望する学生には事前
課題による「教員推薦」を行う予定。
授業の進め方や評価、持参するものについて初回授業で詳しく説明するので、履修希望者は必ず初
回授業に出席すること。
授業で用いる映像資料は日本語で視聴可能なものが中心だが、外国語の資料や日本語字幕のないも
のがあります。外国語資料の場合には口頭にて解説します。
授業で用いる資料の判読・要約・考察など、能動的な取り組みが求められます。


